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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 97,776 1.5 4,911 △8.9 6,661 △5.0 4,037 59.0 

26年３月期第２四半期 96,366 22.2 5,391 16.5 7,014 54.4 2,539 11.0 
 
（注）包括利益 27年３月期第２四半期 6,238 百万円 （△43.5％）   26年３月期第２四半期 11,043 百万円 （266.7％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第２四半期 61.46 － 

26年３月期第２四半期 38.65 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第２四半期 327,712 193,605 58.3 2,910.90 

26年３月期 340,943 190,804 55.2 2,865.09 
 
（参考）自己資本 27年３月期第２四半期 191,208 百万円   26年３月期 188,199 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 22.00 － 27.00 49.00 

27年３月期 － 24.00       

27年３月期（予想）     － 25.00 49.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 225,000 2.9 20,500 22.6 21,000 6.2 12,000 20.7 182.68 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見

積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期２Ｑ 68,638,210 株 26年３月期 68,638,210 株 

②  期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 2,951,197 株 26年３月期 2,951,091 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 65,687,054 株 26年３月期２Ｑ 65,687,429 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（２）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、消費税率引上げに伴う個人消費への影響が見られたもの

の、企業収益や雇用情勢が改善するなど緩やかな回復基調となりました。一方、世界経済につきましては、米国で

は回復傾向を持続したものの、欧州では足踏み懸念が出始め、新興国では中国が減速傾向となるなど、全体として

は不透明な状況で推移いたしました。

こうした状況のなか、当社グループは、平成24年４月からの３ヶ年を計画期間とした『2014中期経営計画』の最

終年度として、“長期ビジョン達成に向けた成長戦略推進と収益力強化”を基本方針に、「事業戦略」、「機能戦

略」、「企業戦略」の各戦略を積極的に展開してまいりました。特に、海外事業ではタラリス社買収によるシナジ

ーの最大化に向け地域別事業戦略を推進し、国内事業では未導入市場における販売拡大に取り組んでまいりまし

た。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、97,776百万円（前年同期比 1.5％増）となりました。このう

ち、製品及び商品売上高は、66,667百万円（前年同期比 0.7％増）、保守売上高は、31,109百万円（前年同期比 

3.1％増）でありました。利益につきましては、営業利益は、4,911百万円（前年同期比 8.9％減）、経常利益は、

6,661百万円（前年同期比 5.0％減）、四半期純利益は、海外連結子会社の再編に伴う特別損失を計上した前年同

期に比べて増加し、4,037百万円（前年同期比 59.0％増）となりました。また、四半期包括利益は、6,238百万円

（前年同期比 43.5％減）となりました。

 

セグメント別にみますと、次のとおりであります。

 

（金融市場）

「多能式紙幣両替機」の販売は更新需要を捉え好調でありましたが、主要製品である「オープン出納システ

ム」や窓口用「紙幣硬貨入出金機」の販売は低調でありました。

この結果、当セグメントの売上高は、20,670百万円（前年同期比 7.2％減）、営業利益は、1,520百万円（前

年同期比 18.8％減）となりました。

 

（流通・交通市場）

警備輸送市場向け「店舗入出金機」の販売は好調でありましたが、流通市場向け「小型入金機」や主要製品で

ある「レジつり銭機」の販売は低調でありました。

この結果、当セグメントの売上高は、13,561百万円（前年同期比 12.7％減）、営業利益は、1,038百万円（前

年同期比 47.2％減）となりました。

 

（遊技市場）

「会員管理システム」や「賞品保管機」の販売は、ホールの新規出店数の減少等により低調であったものの、

主要製品である「カードシステム」等の販売は好調でありました。

この結果、当セグメントの売上高は、12,198百万円（前年同期比 10.2％増）、営業利益は、のれん償却費の

減少等により1,211百万円(前年同期比 48.2％増）となりました。

 

（海外市場）

ＡＴＭ用「紙幣入金ユニット」の販売は低調であったものの、主要製品である「紙幣入出金機」の販売は米国

やアジアで好調であり、さらに円安効果も加わったことから、市場全体としては順調に推移いたしました。

この結果、当セグメントの売上高は、45,536百万円（前年同期比 11.7％増）、営業利益は、1,303百万円（前

年同期比 32.5％増）となりました。

 

その他の事業セグメントにつきましては、売上高は、5,810百万円（前年同期比 13.4％減）、営業損益は、163

百万円の損失（前年同期は営業損失249百万円）となりました。

 

上記金額には消費税等は含まれておりません。
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（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、国内では引き続き景気の緩やかな回復基調が見込まれるものの、消費税増税影響

の長期化など、景気を下押しするリスクが懸念されます。一方海外では、米国においては回復基調が続き、欧州や

中国を始めとする新興国では不透明な状況が続くと予想されます。

このような事業環境と第２四半期累計期間の実績を踏まえ、当社は、平成26年５月12日に公表した業績予想を修

正いたしました。詳細につきましては、本日（平成26年11月５日）公表の「平成27年３月期 第２四半期累計期間

の連結業績予想と実績の差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

なお、業績見通しの前提としております第３四半期以降の為替レートにつきましては、１米ドル100円（変更な

し）、１ユーロ135円（変更なし）、１ポンド170円（変更前165円）としております。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる

債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払

見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が806百万円増加し、利益剰余金が491百万

円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は

それぞれ63百万円減少しております。

 

 

（企業結合に関する会計基準等の早期適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等が平成26年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったこと

に伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等（ただし、連結会計基準第39項に掲げられた定めを除

く。）を適用し、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(3)、連結会計基準第44－５項(3)及び事

業分離等会計基準第57－４項(3)に定める経過的な取扱いに従っており、過去の期間のすべてに新たな会計方針を

遡及適用した場合の当第２四半期連結累計期間の期首時点の累積的影響額を利益剰余金に加減しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首において、のれんが987百万円減少するとともに、利益剰余金が

689百万円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益がそれぞれ30百万円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 59,767 45,040 

受取手形及び売掛金 48,240 41,435 

有価証券 4,847 6,460 

商品及び製品 24,069 32,359 

仕掛品 6,771 6,431 

原材料及び貯蔵品 9,992 9,931 

その他 12,197 12,928 

貸倒引当金 △591 △549 

流動資産合計 165,295 154,038 

固定資産    

有形固定資産 35,046 34,942 

無形固定資産    

顧客関係資産 32,497 32,810 

のれん 77,780 77,083 

その他 7,122 6,583 

無形固定資産合計 117,400 116,478 

投資その他の資産    

投資有価証券 13,437 11,328 

その他 9,784 10,947 

貸倒引当金 △20 △23 

投資その他の資産合計 23,201 22,253 

固定資産合計 175,648 173,674 

資産合計 340,943 327,712 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 22,244 18,024 

短期借入金 28,270 25,228 

1年内返済予定の長期借入金 8,552 8,640 

未払法人税等 4,293 2,116 

賞与引当金 6,180 5,445 

その他の引当金 86 32 

その他 27,118 24,157 

流動負債合計 96,745 83,646 

固定負債    

長期借入金 36,241 32,318 

退職給付に係る負債 4,020 4,685 

その他 13,130 13,456 

固定負債合計 53,392 50,460 

負債合計 150,138 134,106 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 12,892 12,892 

資本剰余金 20,629 20,629 

利益剰余金 137,038 138,122 

自己株式 △5,817 △5,817 

株主資本合計 164,744 165,827 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 398 665 

為替換算調整勘定 23,156 24,537 

退職給付に係る調整累計額 △99 177 

その他の包括利益累計額合計 23,454 25,380 

少数株主持分 2,605 2,397 

純資産合計 190,804 193,605 

負債純資産合計 340,943 327,712 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 96,366 97,776 

売上原価 57,490 58,699 

売上総利益 38,875 39,077 

販売費及び一般管理費 33,484 34,165 

営業利益 5,391 4,911 

営業外収益    

受取利息 138 115 

受取配当金 387 559 

為替差益 1,396 1,323 

その他 239 266 

営業外収益合計 2,162 2,265 

営業外費用    

支払利息 441 397 

その他 97 118 

営業外費用合計 539 515 

経常利益 7,014 6,661 

特別利益    

固定資産売却益 4 10 

会員権売却益 － 14 

その他 5 － 

特別利益合計 10 25 

特別損失    

固定資産除却損 50 139 

事業整理損 973 － 

減損損失 2 72 

その他 57 10 

特別損失合計 1,084 222 

税金等調整前四半期純利益 5,940 6,463 

法人税等 3,078 2,031 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,862 4,432 

少数株主利益 322 395 

四半期純利益 2,539 4,037 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,862 4,432 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 95 267 

為替換算調整勘定 8,086 1,261 

退職給付に係る調整額 － 277 

その他の包括利益合計 8,181 1,805 

四半期包括利益 11,043 6,238 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 10,505 5,962 

少数株主に係る四半期包括利益 538 275 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 調整額 
四半期連結

損益計算書

計上額   金融市場 
流通・交通

市場 
遊技市場 海外市場 計 

売上高                  

外部顧客への売上高 22,279 15,536 11,069 40,772 89,658 6,707 96,366 － 96,366 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － － － － 

計 22,279 15,536 11,069 40,772 89,658 6,707 96,366 － 96,366 

セグメント損益 1,872 1,966 817 984 5,640 △249 5,391 － 5,391 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内のたばこ販売店、たばこ

メーカー、病院、自治体、企業等への販売・保守事業を含んでおります。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 調整額 
四半期連結

損益計算書

計上額   金融市場 
流通・交通

市場 
遊技市場 海外市場 計 

売上高                  

外部顧客への売上高 20,670 13,561 12,198 45,536 91,966 5,810 97,776 － 97,776

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － － － －

計 20,670 13,561 12,198 45,536 91,966 5,810 97,776 － 97,776

セグメント損益 1,520 1,038 1,211 1,303 5,075 △163 4,911 － 4,911

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内のたばこ販売店、たばこ

メーカー、病院、自治体、企業等への販売・保守事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」

という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月

17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67

項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算

方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定

方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法

から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方

法へ変更しております。
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 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が、そ

れぞれ「金融市場」で22百万円、「流通・交通市場」で13百万円、「遊技市場」で12百万円、「海外市

場」で8百万円減少しております。 

 

（企業結合に関する会計基準等の早期適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」

という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結

会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。

以下「事業分離等会計基準」という。）等が平成26年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用

できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等（ただし、連結会計基

準第39項に掲げられた定めを除く。）を適用し、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。 

 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益が、

「海外市場」で30百万円増加しております。 
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